
台風通過後、UAV（ドローン）にて上空から
崩壊場所の2次元画像を10枚撮影

航空LPにて測量した
崩壊前の3次元点群データ

台風19号の
豪雨にて切土
法面が崩壊

SfMにて作成した
崩壊後の3次元点群データ

崩壊前と崩壊後の
3次元点群データの重ね合わせ

SfMによる3次元点群データ作成

崩壊前の3次元地形モデル 崩壊箇所の3次元地形モデル 差分による崩壊土量の算出

令和元年10月12日、台風19号による豪雨により、圏央道八王子西インター近くの切土法面が崩落しました。CFKは、中日本ハイウエイ・

エンジニアリング東京株式会社（エンジ東京（株））と協力し、3次元デジタルデータにて崩落土量を早期に把握することにより、高速道路の

早期復旧に貢献しました。この事例では、切土法面の崩落後、エンジ東京がUAV（ドローン）にて撮影した崩落現場の2次元デジタル画像を

用いて、CFKがSfM（Structure from Motion）にて崩落後の3次元点群データを作成し、航空LP（レーザープロファイラー）によって計測されて

いた崩落前の3次元点群データから崩落前と崩落後の地表面の3次元モデルを作成し、崩落前後における地表面3次元モデルの差分から

崩落土量を算出しました。 エンジ東京とCFKが協働し、実質1日で概算崩落土量を把握することにより、高速道路の早期復旧に役立て

ました。

※この事例を受け、CFKはエンジ東京(株)と「災害時におけるのり面崩落土量等算出の協力に関する協定」を締結しました。
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台風19号による圏央道の切土法面崩落事故における中日本ハイウエイ・エンジニアリング東京株式会社（エンジ東京（株））とCFKの協力を

受け、CFKはエンジ東京(株)と「災害時におけるのり面崩落土量等算出の協力に関する協定」を締結しました。


